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工
業
分
布
論
ド
闘
す
る
文
献

黒

最

正

経
惟
川
現
象
が
一
定
の
地
理
的
分
有
企
な
す
事
は
、
夙
に
準
者
の
唱
導
す
る
所
で
あ
る
が
、
之
を
共
髄
附
に
研
究

す
る
事
は
極
め
て
囚
維
な
問
題
で
あ
っ
た
。
従

τ古
き
時
代
の
経
精
製
者
は
多
〈
こ
の
間
胞
に
ふ
れ
乍
ら
充
分
な

る
賞
品
叫
を
な
す
仁
王
ら
な
か
っ
た
o

又
所
前
川
帆
・
併
地
理
場
者
の
如
き
も
、
徒
ら
に
商
品
川
晴
的
術
先
に
波
闘
し
、
或

は
白
然
ピ
経
済
正
の
相
側
聞
係
争
』
併
究
す
る
を
以
工
随
一
品

f
れ
れ
リ
正
な
し
、
経
済
現
象
が
如
何
な
る
地
理
的
分
布

を
な
さ
ん
ご
す
る
法
則
性
を
有
す
る
か
を
論
ず
る
も

ωは
極
的
て
少
か
っ
た
o
依
に
従
来
よ
b
の
情
統
ご
し

τ、

唱
』
の
杭
の
問
題
は
純
経
務
問
中
上

ω事
例
ご
せ
ら
れ
た
削
酬
が
ゐ
る
。
而
て
逗
時
一
方
に
於
て
悟
史
的
統
計
的
の
腕
先

が
後
述
す
る
ど
同
時
に
、
又
他
方
じ
於
て
綴
替
事
の
降
興
す
る
に
及
び
、
純
榔
相
川
叫
象

ω地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研

究
が
盛
ご
な
り
、
殊
に
生
産
が
如
何
な
る
所
に
於

τ行
は
る
ぺ
き
か
、
従
て
叉
生
産
が
如
何
な
る
地
理
的
分
布
佐

形
成
す
る
や
の
問
題
が
重
要
な
る
腕
究
り
判
象
ご
な
っ

τ来
た
。
就
中
工
業
は
そ
の
所
在
決
定
が
最
も
合
理
的
に

行
は
れ
ん
ご
す
る
の
傾
向
を
引
し
、
従
て
そ

ω地
理
的
分
布
が
放
も
則
若
に
制
察
し
得
ら
る
、
の
放
を
以
て
、
之

に
闘
す
る
研
究
は
そ
の
数
甘
慌
に
多
い
の
で
あ
る
。

一
元
端
本
経
・
加
地
理
事
は
紋
憐
川
崎
象
の
本
閥
的
分
布
川
研
究
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
経
憐
現
象
の
組
制
論
的
研
究

を
な
す
所
的
経
糖
尿
論
並
に
椛
務
政
策
事
、
及
び
そ
の
畿
生
論
的
研
究
?
な
す
所
の
縦
憐
史
と
共
に
、
厩
義
の
経

説

弗

O 
九

第
二
十
五
巷

工
業
分
布
闘
に
闘
す
る
文
賦

一O
九

第

鵠

_....~ 



苗古

苑

工
諜
分
布
誌
に
闘
す
る
正
臨

第
ニ
十
軍
港

O 

音声

就

O 

積
率
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
従
来
の
経
済
地
理
皐
が
甚

r不
徹
底
に
し
て
科
率
的
健
系
を
備
へ
十
、

そ
の
一
部
分
は
経
済
原
論
等
仁
包
構
せ
ら
れ
、
他
は
経
済
史
又
は
所
制
経
隣
地
理
凱
午
中
に
於
て
記
越
せ
ら
る
、
に

止
、
り
、
経
済
皐
中
の
一
濁
立
部
門
己
な
h
得
な
か
っ
た

ωで
あ
る
。
併
し
乍
ら
今
日

ω如
く
、
経
悩
地
域
が
若
仁

〈
僚
大
せ
ら
れ
、
経
桝
枇
曾
に
於

τ非
合
理
的
要
素
が
次
第
に
排
除
ぜ
ら
れ
、
経
桝
的
合
理
主
義
セ
目
標
ご
し

て
、
経
済
的
統
制
り
行
は
る
、
に
至
つ
て
は
、
窓
間
的
分
布
的
現
象
ご
し
て
級
端
仰
を
現
象
論
的
に
研
究
す
る
事

は
、
科
鼎
方
法
論
的
立
場
よ
り
ま
ち
し
〈
是
認
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ

τ、
惑
に
燭
立
の
科
卒
ご
し

τの
純
隣
地
理

.
間
学
が
確
立
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

卸
ち
従
来
経
憐
準
一
般
の
問
題
ご
し

τ居
た
所
の
経
済
分
布
論
U
先
つ
経
隣
地

迎
撃
上
山
重
大
部
分
を
占

U
る
事
正
な
る
。
而

τ経
済
分
布
に
閲
す
る
研
究
が
今
日
迄
如
何
な
る
経
路
を
辿
っ
て

描
ゆ
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
何
欣
に
経
済
地
理
問
中
の
前
要
な
る
研
究
針
象
正
な
り
う
る
か
を
明
か
に
す
る
に
は
、
一

肱
従
来
の
諸
島
・
者

ω研
究
を
検
討
す
る
の
必
要
が
ゐ
る
。
併
し
之
U
極
め
て
成
汎
な
る
文
献
の
捗
獄
セ
必
要
ご
す

る
り
で
あ
っ
て
、
到
底
短
時
日
を
以
て
な
し
う
る
所
で
は
な
い
o

然
る
に
曾
々
、
最
近
入
手
せ
る
叶
宮
守
口
吉
弘

。町可

o-再・
2-
開。

o
E自
『
w
日

U
Z
E
U
F
O品
『

1
4
Z
C己
耳
目

-
q
o町
内
庄
日
開
。
、
〉
百
江
戸

H
U
々
を
見
る
に
、
ポ

l
-プ
y
ド

国
F
Z
U
一
吉
大
印
字

ω
当日円
0
5
関
門
N可
N
E
5
5
E
氏
が
、
河
内
乱
。
唱
え
叶
印
M
O
E
百
日
空
白
色
、
同
耳
目
O
E
E
O
ロ
O
同町
E

E

Z
日
三
題
し
、
之
に
闘
す
る
殆
ど
凡
ゆ
る
文
献
を
掲
川
町
、
之
に
簡
単
な
る
批
評
を
加
へ
て
居
る
o

同
氏
は
之
に
閲

す
る
大
部
の
研
究
物
を
整
理
中
の
由
で
あ
る
か
ら
、
早
腕
我
々
は
之

-v経
耕
地
理
皐
界
に
迎
ふ
る

ω喜
に
接

L
う

る
ご
思
ふ
一
炉
、
私
は
取
り
敢
え
争
、
岡
雑
誌
上
に
掲
げ
ら
れ
記
る
所
を
中
心
古
し
て
、
そ
の
大
慨
を
紹
分
し
余
の

閲
韻
せ
る
も
の
に
つ
き
て
は
季
少
の
卑
見
を
も
加
へ
、
然
ら
5
る
も
の
仁
っ
き

τは
氏
の
所
設
を
そ
の
ま
、
に
抄

" -.. r 



出
し

τ本
秘
を
草
す
る
事
ご
し
た
。

ク
戸
川
シ
ザ
ノ
タ
ス
キ

l
氏
は
生
産

ω分
布
ご
い
へ
ば
、
先
づ
農
業
的
生
産
の
升
布
、
工
業
り
分
布
、
及
び
商
業

←一一

交
易
交
通
ゆ
分
布
り
ゴ
古
凶
別
す
る
の
必
要
が
ゐ
る
が
、
之
が
金
位
に
亘
る
研
究
を
雑
誌
の
限
ら
れ
た
る
紙
而
に

於
て
論
宇
る
事
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
工
業
の
分
布
仁
閲
す
る
文
献
の
み
に
つ
き
て
批
評
す
ぺ
き
旨
十
一
蹴
b
、
号

の
他
叫
一
甑
艇
叫
掛
刷
現
象
に
つ
旨
て
は
只
出
氏
ロ
民
n岳F
ぐ

5。
富
ロ
叶
目
}
吾
百
ロ
の
孤
立
凶
に
於
り
る
研
究
が
川
交
鴻
叫
柴
茸
J

正河己込農業経

鋒
り
規
仙
棋
幌
己
デ
e

布
諭
は
別
古
し
て
、
そ
の
以
後
に
於
け
る
研
究
物
は
殆
ど
何
れ
も
テ

3
1
ヰ
ジ
の
孤
立
的
研
究
方
法
を
異
似
た
も

の
、
又
は
之
に
時
一
不
を
得
た
も
の
で
あ
っ
吋
、
工
業
分
布
論
的
研
先
に
は
忘
る
事
の
出
来
な
い
も
叫
で
あ
る
o

叉

宇
つ
己
古
い
所
で
は
ア
ダ
ム
・
旦
ミ
λ

や
}
岬
開
園
天
則
事
掘
削
の
人
々
も
工
業
の
品
川
布
に
闘
し
て
論
及
す
る
所
が
あ

る
が
、
併
し
蛍
附
は
向
は
農
業
が
枇
曾

ω重
要
な
る
経
務
形
態
で
め
っ
た
、
め
、
純
粋
に
工
業
山
一
分
布
諭
を
論
じ

た

ω
で
は
な
〈
、
出
苧
み
農
松
地
ご
の
関
係
に
於

τ、
之
を
研
究
し
、
殊
に
都
市
ピ
田
舎
正
の
地
方
的
分
業
に
つ
き
で

論
じ
た
も

ω
に
す
ぎ
な
い
。
同

o
ι
Z
5
5
の
如
き
も
各
例
縦
憐
部
門
的
出
品
町

(mEMM品
。
耳
)
な
る
名
綿
を
附
し

て
、
工
業
の
分
布
を
論
じ
て
は
居
る
が
、
何

μ
も
今
日

ω工
業
分
布
論
に
は
大
L
た
意
味
を
有
し
な
い
。

工
業
分
布
諭
に
閲
し
て
深
〈
突
き
込
ん
で
研
究
を
遂
げ
た
最
初
の
人
は
の
・
甲
印
。
広
由
。
で
あ
る
山
彼
は
向
然

的
保
件
正
、
工
場
が
市
場
よ
h
惑
か
る
こ
正
を
可
能
な
ら

L
む
る
分
布
紋
態
ピ
を
最
も
重
要
糊
し
た
。
而
て
彼
的

考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
大
都
市

ω有
す
る
牽
引
カ
(
同
R
E
n
z
s
同
町
円
。
)
は
そ
の
而
世
田
の
大
小
に
正
比
例
し
て
、
都

設

宛

工
業
分
布
備
に
闘
す
る
文
献

体
二
十
宜
容

第

抗
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設

苑

工
業
分
布
諭
に
闘
す
る
文
献

第
二
十
五
巻

童書

挽

市
正
工
場
ご
の
距
離

ω
大
小
に
反
比
例
苛
る
己
い
ふ
。
ニ
の
後
の
命
題
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
し
、

確
か
に

真
理
を
道
破
せ
る
も
の
で
ゐ
る
が
、

依
仏
工
場

ω規
模

ω大
小
に
ょ
っ

τ牽
引
カ
の
異
る
賠
に
気
づ
か
な
か
っ
た

慌
で
あ
る
。

同。
ω口

u
q
は
主

Z
L
τ
隆
史
的
研
先
仁
基
〈
材
料
に
よ
っ
て
、
工
業
分
布
の
縫
遜
じ
っ
き
一

の
原
則
を
逃
ぺ

τ居
ゐ
ω
郎
も
一
位
曾
が
充
分
に
進
歩
せ
す
、
券
業
的
盛
ご
な
ら
ゴ
る
時
代
に
於
て
は
、
工
業
は
是

の
位
置
を
盟
主

ω利
便
の
存
す
る
所
に
定
む
る
に
反
し
、
乱
立
識
が
綾
子
工
業
が
分
化
す
る
じ
つ
れ

τ、
生
産

上
の
利
艇
の
存
す
る
所
に
定
位
せ
ん
正
し
、
消
費
地
を
去
ら
ん
E
す
る
。
質
に
工
業
の
分
布
を
決
定
し
、
経
済
品
問

般
車
市
の
建
設
者
を
指
導
す
る
所
の
自
然
法
則
こ
そ
は
卸
も
経
燐
奥

ω動
闘
で
あ
る
己
主
張
す
る
。
而

τ彼
の
訟
は

久
し
(
一
般
の
認
ひ
る
所
で
あ
っ

τ、
我
図
的
工
業
純
消
息

a

者

ω如
き
も
多
〈
こ
の
説
を
そ
の
ま
、
に
容

μ
て
居

た
よ
う
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
ニ

ω説
は
一
面

ω奥
地
を
合
む
己
岡
崎
に
、
倫
は
多
〈
の
鉄
貼
を
有
す
る
潟
尚
一
利
々

の
非
難
を
受
り
て
居
る
。
兎
に
彼
U
工
業
分
布
決
定

ω
要
素
己
し

τ、
原
料

ω
聾
富
な
る
事
、
勢
働
の
豊
富
な
る

事
、
資
本

ω豊
富
な
る
一
帯
、
印
生
産

ω三
要
議
を
血
中
げ
て
居
る
が
、
之
は
強
い

τか
の
部
掛
品
目
建
階
段
設

ωゴ一陪

段
に
池
山
山
せ
し
め
た
も

ωで
め
る
o

葦
し
彼
は
之
等

ωも
の
が
生
売
物
山
贋
協
刊
に
最
も
大
な
る
影
響
企
及
ぼ
す
決

定
的

ι要
識
で
ゐ
る
正
し
た
か
ら
で
あ
る
o
原
則
的
に
い
へ
ば
所
訓
生
産
山
三
要
素
に
よ
っ

τ工
業

ω
分
布
一
か
決

定
せ
ら
る
、
に
は
迷
な
い
が
、
併
し
乍
ら
今
日
の
如
く
、
工
業
が
排
協
な
る
品
川
化
合
怒
り
、
且
つ
交
通
が
著
し
ぺ

後
連
t
る
じ
於
工
は
、
間
半
に
生
民

ω
三
要
素
正
い
へ
る
が
如
き
も

ω
に
よ
っ

τ機
械
的
に
概
伺
諭
を
試
む
る
事
が
、

複
雑
極
h
な
き
工
業

ω分
布
拡
践
を
共
健
的
に
研
究
す
る
上
に
、
川
市
し

τど
れ
丈

υの
意
義
十
有
す
る
か
は
疑
問

ヨ忙

喜
一
定
日
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で
あ
る
芭
忠
ム
o

備
は
此
の
分
布
論
に
つ
い
て
は
他

ω機
曾
に
於
て
論
じ
た
事
が
あ
る
か
ら
、
本
文
に
於
-
ー
は
省

除
す
る
。
然
晶
に
同
且

E
丘
〉
・
問
。
自
は
ロ

y
u
ャ
ー
の
訟
を
そ
の
ま
、
に
受
付
入

μ
て
、
之
を
刷
述
し

τ居

Z
が

H

比
般
的
簡
単
い
ゆ
る
研
究
に
し
て
困
難
な
問
題
じ
は
ふ
れ

τ居
な
い
。
併
し
文
中
亦
少
か
ら
凶
一
不
践
を
有
す

る
が
故
仁
、
分
布
論
的
例
究
に
方
つ
て
は
一
肱
之
を
閑
談
す
る
の
必
要
が
ゐ
る
。

伊
太
利
的
経
憐
鼎
者
〉
nrロ

-oruユ
"
は
理
論
的
に
明
確
な
注
目
に
佑
ひ
す
ぺ
、
ぎ
設
を
提
唱
L
て
居
る
。
彼
は

工
業
内
分
布
γ
闘
す
る
一
位
代
的

m論
ω創
折
者
ど
も
い
ム
ペ
き
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
問
題
を
取
扱
ふ
じ
方
つ

τ

は
、
主
正
し
て
地
代
り
方
而
か
ら
削
剛
山
昨
日
し
、
を
の
最
初
内
論
文
は
、
主
正
し
T
農
業
問
題
全
論
じ
、
チ
ュ

1
ネ
ン

の
所
説
を
批
評

L
、
耕
摘
。
合
理
的
秩
序
は
地
代
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら

μ
、
地
代
は
チ
品

1
キ
ン
に
よ
っ
て
一
不
苫

れ
た
る
耕
柿
秩
序
を
雄
々
鈴
改
す
る
h
の
で
あ
る
事
を
指
摘
し
て
居
る
。
又
工
恭
に
闘
し
て
は
、
重
量
り
宜
J
財

貨
り
生
産
は
消
技
地
的
混
〈
に
定
位
す
ぺ
き
・
」
ご
を
逃
ぺ
た
が
、
十
年
後
に
な
っ
て
そ
の
所
説
山
謀
れ
る
事
や
自

白
し
て
居
る
o

「
生
産
池
山
杭
に
於

τそ
の
重
量
ケ
喪
失
す
る
原
料
は
・
工
場
を
し
て
消
費
川
中
心
よ
り
移
動
せ
し

む
る
。
吾
人
は
生
産
品
叫
運
詮
提
正
、
原
糾

ω
近
〈
に
エ
川
帽
を
定
位
す
る
一
4
に
よ
っ
て
資
古
れ
た
る
節
約
子
伊
』
比

較
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
工
場
叫
設
位
以
最
大

ω
利
潤

ω生
千
る
所
に
定
位
せ
ら
れ
る
。
券
似
を
多
く
必
要
ご
す
る
貨

物
川
町
生
産
は
.
食
料
品
川
生
産
地
に
定
位
せ
ん
ご
す
る
的
傾
向
を
有
す
」
o

か
く
の
如
、
さ
ロ
リ
ア
氏
的
理
論
は
人

の
部

υる
所
ど
な
ら
な
か
っ
た
が
、
後
に
遁
べ
ん
ご
す
る
〉
昂
丘
宅
島
町
円
及
川
日
そ
の
門
下
凶
糾
究
物
に
よ
っ
て

一
般
仁
知
ら
る
、
に
至
っ
た
。
彼
的
問
論
は
極
的
r
L

深
誌
な
る
も
の
に
し
1
、
今
日
ご
雌
も
備
は
こ
の
秘
的
研
究

院

エ
出
冊
分
布
闘
に
闘
す
る
文
献

第
二
十
宜
容

宛

ー
= 

一
一

第

貌

相昔、締済史論考ー六四頁
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設

第
二
十
五
各

第

部

四

回

工
業
分
布
前
に
闘
ナ
る
文
献

苑

仁

調

し

霊

要

な

る

根

擦

を

な

す

も

の

で

あ

る

。

同

国

人

は

ロ

9
ヤ
吉
岡
じ
方
面
の
研

究
を
な
し
、
特
に
質
際
生
活
正
密
接
的
関
係
を
保
っ
て
居
る
様
で
あ
る
。
統
M
H

こ
の
問
題
を
世
界
経
済
の
一
職
抱

正
し
て
取
扱
ぴ
、
殊
に
気
候
及
び
労
働
の
影
響
に
重
き
を
お
い
て
研
究
し
た
。

〉

2
・
2
ロ
o
冨
R
n
E
0
5

北
米
合
衆
国
に
於
て
は
、

F
a
E
n
r
印
・
同
長
が
千
九
百
年
の
第
す
二
四
国
勢
調
査
の
材
料
を
周
ひ
て
、
数
種
の

工
業
部
門
の
分
布
に
関
越
し
て
統
計
岡
表
を
作
製
し
た
。
而
し
て
工
業
の
分
布
を
決
定
す
る
要
素
を
分
も

τ、
-

原
料
に
・
返
さ
車
、
川
い
市
場
に
近
き
謀
、
け
い
水
力
に
混
き
事
、
川
い
遁
順
な
る
気
候
、
い
労
働
の
供
給
、
げ
い
工
業
に
投

下
し
う
る
資
本
、
円
陸
史
的
に
古
き
起
源
を
有
す
る
事
の
七
正
し

τ居
る
。
氏
の
研
究
は
、
従
来
の
研
究
正
史

h
、
車
な
る
演
料
的
法
則
を
議
4

守
し
て
、
且
且
富
な
る
統
計
的
材
料
に
基
き
、
之
を
蹄
納
し
て
理
論
を
構
成
し
セ

勅
に
於
て
非
柑
な
る
強
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
爾
来
こ
の
研
究
は
こ
の
稲
の
問
題
を
取
扱
ふ
米
闘
の
諸
事

者
に
甚
大
の
影
響
を
及
此
レ
た
。
同
園
第
十
三
回
国
勢
調
査
(
千
九
百
十
年
)
の
報
告
書
も
大
館
工
業
分
布
決
定
り

要
素
じ
っ
き
て
は
前
回
E
同
一
の
も
の
を
血
中
げ
て
居
る
が
、
併
し
地
方
的
要
素
ピ
地
匝
的
要
素
t
を
匝
分
し
、
ー
工

業
分
布
を
一
居
論
理
的
に
考
察
す
る
に
至
っ
た
。
之
等
に
つ
き

τは
拙
著
を
参
照
せ
ら
れ
度
ぃ
。

英
国

ω経
済
卒
者
も
千
九
百
年
以
来
こ
の
問
題
に
ふ
れ
る
様
に
な
っ
た
が
、
併
し
一
般
的
で
は
な
い
W
O

者

-pa

ロ
巳
口
問

E
E
や
』
〉
・
冨

mag-3
も
僅
に
こ
り
問
題
を
論
じ
て
居
る
に
す
ぎ
旧
制
。
英
図

ω且
平
岩
が
工
業
の
分
布
に
関

し
て
特
殊
な
注
意
を
跡
は
な
い
の
は
、
英
国
が
工
業
図
正
し

τ古
き
歴
史
を
有
し
‘
工
業
の
分
布
の
盤
勤
が
新
興

諸
闘
の
如
〈
鋭
敏
に
現
は
れ
て
来
な
い
ピ
い
ふ
事
が
大
き
な
理
由
で
あ
ら
う
。

lntrorno de:lla influema della fondaria sulla distribu引O~~ del!e i n_~ust!'ie! 
(Ac明 demiadei Linc引， Rediconti. IV. V_ 4 ・ J~8g): Ric~rche Uteriori 
(Re~~， .onti J 8ç)~9). Ve:rso 1~ Giustizia sociλ10. 
La riforma sociafe -(J907). 2rl ser.， pp. 910-29 
拙器、組蹄史論考--~主 一七入頁
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四

工
業
分
布
諭
に
閲
す
る
研
宛
ご
し
て
最
も
深
刻
で
あ
9
、
且
つ
理
論
的
な
る
著
作
は
、
掴
叫
泡
』
イ
デ
U
F

吋

戸

グ

大
事
致
授
と
守
a
d『
一
号
。
『
の

E
O吋
《
凶
作
出
回
目
且
O与
血
耳
目
ロ

ιEH岡
山
何
回

(HUO唱
)
で
あ
る
o
余
は
先
年
同
大
事
に

於
て
こ
挙
期
開
同
氏
の
経
済
撃
を
鵬
諾
し
た
が
、
氏
は
一
の
皐
期
に
は
世
話
R
a
R
Z
Z民
S
弘

o
r
E
o日
目
。
を
詩

じ
、
他
の
曲
中
期
じ
は
町
町
長
E
R
F
O
Z
ω
R
O
E
-
o
r
s
o目
目
。
を
講
じ
、
後
者
は
獅
逸
を
国
民
経
済
的
統
一
髄
ご
し
て
そ

の
内
部
に
於
け
る
経
務
的
編
制
を
・
主
ご
し
て
地
理
事
的
分
布
的
に
研
究
し
て
居
る
o

放
に
氏
は
経
済
の
分
布
を

経
隣
地
理
事
正
し
て
諭
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
が
・
余
は
そ
の
嘗
時
か
ら
日
本
に
於

τ経
済
串
を
諦
宇
る
場
合
じ

は
、
日
本
を
一
の
経
務
的
統
)
鶴
吉
し
て
そ
の
安
間
的
編
制
に
闘
す
る
理
論
を
研
究
す
る
事
は
、
最
も
必
要
で
あ

b
、
且
つ
興
味
あ
る
事
芭
考
へ
て
居
た
。
而
し

τ氏
は
純
粋
な
る
抽
象
論
を
行
ひ
、
之
を
R

公
式
化
し
て
論
究
す
る

Z
同
時
仁
、
そ
の
門
下
を
川
レ
て
獅
逸
仁
於
け
る
各
楠
産
業
の
地
理
的
分
布
を
個
別
的
に
研
究
せ

L
め
、
巳
に
第
七

分
間
活
一
出
版
さ
れ
て
居
る
o

之
等
の
冊
子
は
P
L
・-〆

1
氏
の
抽
象
論
を
艦
正
し
て
、
回
世
史
的
統
計
的
に
研
究
さ

よ
〈
澗
逸
の
工
業
髄
2
2
ι
2
z
n
F
O
H
E
E
E
7閃
か
門
司
司
)
の
編
制
を
覗
ふ
事
が
出
来
る
。

れ
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、

併
し
乍
ら
氏
の
理
論
は
極
め
て
深
遠
で
は
あ
る
が
、
叉
品
開
hJ
に
抽
象
的
で
あ
る
の
正
、
他
面
氏
の
文
章
が
甚
だ
難

←ー

解
で
明
確
を
依
「
絡
め
に
、
我
国
で
も
康
〈
讃
ま
れ
て
居
な
V
様
で
あ
る
o
殊
に
、
米
国
人
の
頭
に
は
一
屠
難
解

で
あ
る
の
で
、
之
は
徐
b
顧
み
ら
れ

τ居
な
い
1
0

回
よ
b
氏
の
研
究
も
決
し

τ完
全
の
も
の
ご
い
ふ
事
は
出
来
な

そ
の
新
し
き
見
方
正
方
法
Z
は
確
か
に
工
業
分
布
論
研
究
上
の
一
の
新
時
期
を
劃
し
た
も
の
ご
い
は
ね
ば

、
宝
、

・句、舟
な
ら
泊
。

施

院

工
業
分
布
簡
に
闘
す
る
文
献

第
二
十
五
経

E 
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詰

苑

ヱ
鵠
分
布
論
に
附
す
る
文
献

慎
二
十
一
台
谷

プξ

協

組

"， ，、

ウニ
1
J
F
1は
千
人
百
九
十
六
年
迄
の
獅
逸

ω材
料
に
よ
っ
て
研
究
し
、
工
業
分
布
り
一
般
開
論
ピ
資
本
主
義

的
理
論
己
分
っ
て
居
る
。
前
者
は
工
業
分
布
に
釣
す
る
経
済
的
技
術
的
論
践
に
閲
す
る
も
の
に
し

τ、
如
何
な
る

時
代
、
如
何
な
る
経
済
組
制
に
謝
し
て
も
質
際
上
安
帯
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
級
品
古
車
に
資
本
主
義
愉
組
織
的

或
る
特
殊
な
る
性
質
を
一
市
す
も

ω正
す
る
o

者
団
O

日
宮
再
は
之
を
批
評
し
て
次
の
如
く
越
べ

τ居
る
。
一
般
理

論
正
い
ふ
も
矢
張
b
或
る
程
度
に
資
本
主
義
的
瑚
論
で
ゐ
る
、
何
己
な
れ
ば
一
一
例
を
以

τい
ふ
に
、
‘
こ
の
珂
論
は

第
働
者

ω賃
銀
及
び
地
代
等
の
ま
芦
田
卦
を
考
慮
に
入
れ

τ居
る
が
、
併
し
か
〈
の
如
き
も
の
は
枇
曾
主
義
的
組
織
の

下
に
於

τは
、
問
題
ピ
な
ふ
リ
得
な

ν
要
素
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
山
川
ほ
そ
の
他
の
黙
に
つ
き
て
も
多
少
の
非
難
を

加
ふ
べ
き
鮎
を
存
す
る
が
、
氏
が
か
〈
の
如
〈
一
般
理
論
‘
己
資
本
主
義
理
論
ご
に
H
W
も
、
一
見
に
之
を
細
分
し
て
L

業
分
布
に
閲
す
る
理
法
を
明
か
に
し
た
の
は
彼
の
一
大
功
績
で
あ
る
。
品
叫
に
先
づ
一
般
理
論
的
如
何
な
る
も
の
な

る
か
を
概
説
し
よ
う
。

ク
ェ

l
j
ー
は
そ
の
一
般
班
論
に
於
て
、
工
業
の
分
布
を
支
配
す
る
要
素
ご
し

τ、
運
法
指
向
性

(
F
E
4
0
T

E
O
辛口
H
r
E百
四
)
勢
倒
指
向
性
(
〉
号
。
H
Z
E
E
M
R
0
2
M
M
問
)
間
集
性
(
〉
問
問
-
。
日
虫
色
0
2
)

の
三
を
示
し
て
居
る
。
郎

も
工
業
的
分
布
は
工
業
的
蓮
返
指
向
性
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
一
定
の
工
業
部
門
は
附
費
地
又
は
そ
の
夜
践

の
隣
接
地
に
成
立

t
、
之
を
遠
5
か
る
は
只
特
殊
的
理
由
の
存
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
工
業
山
移
動
は
生
産
過

耗
に
於

τ重
量
を
喪
失
す
る
原
料
じ
よ
っ
て
惹
越
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
重
量
的
喪
失
が
超
ら
な
い
な
ら
ば
、
最
も
重

吉
原
料
正
雄
も
消
費
地
に
運
送
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
て
容
積
及
重
量

ω大
な
る
原
料
ぞ
れ
自
身
が
‘
常
然

に
工
業
的
移
動
を
惹
起
す
る
ご
は
限
ら
な
い
。
市
し
て
氏
は
、
原
料
の
煩
秘
的
差
具
、
運
詮
蝿
官
山
差
異
を
、
噸
基

pierind. des Ri目的gcbi唱団 (1920)K Kah1. Die deutsche Kohlenrau.re-
ind.; A. Hammcr， Deutschc Uijon，erind. (J92.l) 
Eini~e Bem町kun~en zur Lehre von Stand or"t der lndustrien (Arch. f 

SOC.. Wiss.， Vol. XXX I'le白 3)
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米
(
叶
自
ロ

grロ
O
E
a
q
)
に
肉
て
表
示
せ
る
距
離
の
増
減
量
正
し
て
観
察
し

τ居
る
。
運
賃

ω減
少
は
市
場
外
に

於
げ
る
工
業
り
分
布
を
促
進
す
る
も
、
亦
他
面
に
於

τ、
原
料
の
般
入
が
一
一
府
容
易
ご
な
る
が
故
に
、
工
業
が
市

場

ω存
在
地
に
仰
蹄
す
る
事
を
容
易
な
ら

L
む
。
而
し
て
こ
の
二
つ
の
運
動
は
相
互
に
平
均
化
せ
ん
ご
す
る
の
傾

向
を
有
す
る
。

工
業
分
布

ω
第
二
の
要
素
は
労
働
指
向
性
で
あ
る
。
卸
も
一
噸
の
商
品
を
生
産
す
る
に
必
要
な
る
労
働
山
質
的
差

異
の
如
何
じ
よ
う

τ工
業
吋
移
動
が
支
配
せ
ら
れ
る
。
こ
の
要
素
を
分
析
す
る
矯
め
仁
、
或
る
一
定
り
地
理
的
中

心
黙
仁
謝
す
る
均
等
原
費
線
を
考
案
し
た
。
之
れ
が
有
名
な
る
H

白
血
与
自

B
で
あ
る
o

第
コ
汚
要
素
た
る
附
集

牲
は
、
工
業
の
集
中
分
散
仁
基
〈
生
産
費

ω差
異
で
あ
る
。
而
て
刷
集
牲
の
概
念
中
に
は
、
牧
穂
糊
培
、
漸
減

ω

法
則
、
分
業

ω得
失
、
現
作
混
浴
組
織
の
影
捌
官
等
脈
々
の
も
の
が
合
ま
れ
て
居
る
。
前
の
二
要
素
仁
閲
す
る
理
論

は
純
・
粋
明
瞭
で
あ
る
が
、
国
集
性
は
か
〈
の
如
f
何
々
の
要
素
の
複
合
物
で
ゐ
っ
て
、
ク
Z
1
J
!
の
碗
先
に
謝

す
る
非
難
は
大
抵
こ
の
問
題
に
閲
す
る
も
の
、
・
如
〈
で
あ
る
。
併
し
私
的
考
へ
で
は
、
氏
が
こ
の
岡
山
古
性
を
提
唱

し
た
の
は
、
工
業
り
分
布
を
先
づ
闘
民
経
済
的
に
観
察
し
て
、
一
定
川
形
出
版
乞
以
て
エ
業
が
分
布
を
な
す
ご
同
時

に
、
翼
に
そ
の
工
業
分
布
地
域
内
に
於
て
は
、
所
調
附
築
性
に
よ
っ

τ特
殊

ω分
布
形
態
を
皐
す
る
の
所
以
を
明

か
に
す
べ
き
論
理
的
基
礎
を
奥
へ
た
も
の
に
し
て
、
般
A
T
同
集
性

ω介
訴
に
闘
し
倫
ほ
多
少
の
混
雑
が
あ
る
に
し

τも
、
・
7
ェ

l
バ
!
の
税
先

ω長
所
は
正
に
ζ

の
勅
に
存
す
る
も
の
Z
忠
ふ
。

兎
に
千
九
百
十
四
年
に
は
資
本
主
義
的
理
論
を
概
論
し
た
。
之
に
於

τは
多
少
歴
史
的
考
察
を
遼
げ
、
勢
働
市

場
の
観
念
を
展
開
し
て
居
品
。
而
て
彼
は
叫
す
働
市
場
は
質
に
現
代
の
工
業
的
編
制
に
於
て
最
も
編
著
な
る
慌
相
で

置

施

一一七

都
=
十
五
省

七

工
柴
町
布
陣
に
刷
す
る
A

献
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献

あ
る

Z
L、
労
働
市
場
正
し
て
の
大
小
都
市
の
演
守
る
役
割
は
、
今
日
の
種
々
の
問
題
を
解
決
す
る
澗
鍵
で
ゐ
る

ピ
い
ふ
向
こ
の
他
彼
は
一
見
に
一
般
的
な
る
問
題
に
も
ふ
れ
、
殊
に
貿
易
政
策
上
よ

b
し
て
は
奮
欧
洲
の
工
業
中
心

及
び
北
米
の
工
業
中
心
が
舟
来
如
何
に
成
b
行
〈
か
に
闘
し
て
も
、
そ
の
濁
特
の
分
布
論
を
根
悼
碑
ご
し
て
論
じ
て

居
る
。
回
よ
b
彼
は

0
5
2
Z
G
や
〉
品
O
R
岩
山
町
ロ
日
の
艶
異
説
(
叶
F
g
q
o円
自
官
民
自
ち
る
の
如
き
欧
洲
工

業
中
心
的
一
波
落
を
預
言
す
る
事
に
反
劃
し
、
寧
ろ
楽
観
的
態
度
を

z
h、
他
面
仁
於

τは
、
チ
ェ
ム
バ
1
v
y
の

所
調
保
護
関
税
的
帝
岡
主
義
は
、
工
業
分
布
論
の
闘
す
る
限
b
に
於
て
、
相
嘗
の
理
論
的
背
景
を
有
す
る
も
の
ご

し
て
居
る
o
彼
は
世
界
に
現
存
す
る
五
大
石
炭
中
心
は
今
後
共
そ
の
重
要
吉
を
保
持
す
ぺ
〈
、
又
そ
の
破
滅
を
見

る
事
な
〈
し

τ然
か
も
新
中
心
が
費
生
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
ご
い
ふ
。
併
し
最
近
人
の
注
目
を
惹
〈
仁
至
つ
党

エ

ネ

Y

ギ
|
の
運
送
問
題
は
り

ι
1
バ
1
に
於
て
は
俄
h
展
開
せ
ら
れ

τ居
な
い
。

こ
の
貼
に
つ
き

τは
今
後
増

訂
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
又
最
近
の
隣
究
は
戦
後
に
於
け
る
欧
洲
工
業
の
地
位
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
主
芭
し
て
獅
越
の
立
場
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
彼
の
従
来
の
経
済
率
に
劃
す
る
態
度
及
び
そ
の
根
本

思
想
か
ら
来
る
鴬
然
の
事
ピ
思
は
れ
る
。

豆

巧
-
m
o
E
F
E
の
り
2
目。島内
E
O
関
与
門
官
民
自
己
ω
も
工
業
分
布
論
を
取
扱
へ
る
も
の
ご
し
て
特
筆
す
べ
き
研
究

物
で
あ
る
。
彼

u-』
の
問
題
じ
っ
き
て
岡
際
問
d
関
内
Z
を
区
別
し
て
考
へ
、
初
期
資
本
主
義
に
至
る
迄
、
及
び

初
期
資
本
主
義
時
代
に
於
り
る
工
業
分
布
の
麗
越
を
跨
史
的
に
研
宛
し
た
。
而
し
て
こ
の
時
代
に
於
て
工
業
の
分

布
は
備
は
多
〈
の
非
合
理
的
様
相
を
示
す
事
を
指
摘

L
、
併
し
こ
の
非
合
理
性
は
資
本
主
義
が
高
潮
期
に
近
づ
く

XXXII 
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に
従
ひ
次
第
に
除
去
せ
ら
れ
、

L
業
の
分
布
に
於

τは
盆
々
合
理
主
義
が
質
現
せ
ら
る
ぺ
き
を
述
ぺ
て
居
る
o
最

近
一
公
に
せ
る
「
局
湖
期
資
本
主
義
」
に
於
て
は
、
工
業
分
布
が
最
も
合
理
的
に
行
は
れ
ん
ご
す
る
の
過
税
に
つ
き
て

論
及
し
て
居
晶
、

工
業
山
分
布
は
悶
際
問
ピ
園
内
・
己
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
布
の
原
則
に
つ
旨
多
少
異
る
所
あ
る
は
、
部
も
凶
内
商

業
正
貿
易
論
正
に
於

τそ
的
一
原
則
の
回
調
る
己
同
一
で
あ

h
・
又
之
が
郎
ち
貿
易
理
論
の
特
殊
性
的
前
提
ピ
な
る
の

で
あ
っ
て
、
ニ
の
問
題
全
経
済
地
理
率
的
に
研
究
す
る
事
は
、
単
に
工
業
の
分
布
論

t
L
て
の
み
な
ら
や
・
真
一
に

貿
易
理
論
の
基
礎
附
り
に
劉

Lτ
も
大
な
る
意
義
を
布

u
zも
の
で
あ
る
。
之
ご
同
時
に
各
岡
民
経
情
慨
内
に
於

て
も
、
都
市
ピ
都
市
以
内
の
地
域
正
の
間
に
工
業
分
布
に
闘
し

τ特
妹
の
現
象
が
現
は
れ
て
来
る
o

郎
、
も
工
業
が

大
都
市
内
に
集
中
し
、
又
そ
の
中
心
問
を
去
っ
て
そ
の
周
固
に
移
動

L
(或
は
全
然
都
市
己
反
謝

ω地
方
に
移
動

し
)
・
或
は
特
定
の
工
業
部
門
は
都
市
の
特
定
の
地
域
に
集
中
す
る
ご
い
ふ
州
如
き
は
之
れ
で
あ
る
o

近
川
多
く

の
撃
者
は
こ
の
方
面
に
注
意
を
抑
ふ
に
至
っ
た
が
、
就
中
、
河
内
忌
冨
E
ロ
訟
『
及
び
。
・
印

n
T耳
目
ω
口

E
E
の
二
人

は
最
も
優
れ
た
も
の
で
ゐ
る
。
前
者
は
主
ご
し
て
膝
史
的
枇
曾
率
的
立
場
か
ら
巴
旦
に
つ
き
て
研
究
し
、
工
業
の

移
動
に
は
集
中
分
散
の
9
ズ
ム
の
存
す
る
事
を
明
か
に
し
た
が
、
級
者
は
主
ご
し
て
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
澗
逸

殊
に
伯
林
に
つ
き
て
肝
究
し
た
ο

向

は

巧
-
m
o
E
E
Z
も
二
の
方
而
の
碗
究
「
に
貢
献
す
る
所
が
あ
る

o
叉
円
。
ロ
目

白

o
p
z
o司
寸
o
F
に
つ
き
て
も
こ
の
積
の
碗
究
物
炉
提
表
せ
ら
れ
て
居
る
が

M

多
少
皮
相
的
で
あ
り
、
且
つ
紛
雑

ニ
の
方
面
の
研
究
に
は
重
要
な
る
文
献
た
る
を
夫
は
向
。

し
て
ゐ
る
の
慨
は
あ
る
が
、

ー，、
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詑

施

第
二
十
五
巻

O 

O 

第

蹴

工
業
分
布
論
民
闘
す
る
丈
蹴

初
に
過
ぺ
た
如
〈
、
従
来
の
経
燐
地
理
事
者
は
工
業
分
布
に
閲
す
る
理
論
に
閲
し
て
は
勿
論
、
工
業

ω分
布
そ

の
も
の
に
謝
し
て
も
除
b
閥
心
を
有
せ
争
、
一
般
に
工
業
産
物

ω記
過
を
以
て
満
足
し
て
居
に
の
で
あ
る
o

只
経

済
地
理
問
中
排
で
は
最
も
有
名
な
る
の
・
印

-nrug-日
の
如
、
き
は
こ

ω
問
題
に
興
味
を
訂
す
る
地
瑚
鼎
者

ω
一
人

で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は
理
論
的
考
祭
に
快
げ
、
主
ざ
し
て
工
業
分
布
の
同
然
的
保
件
を
論
中
る
乍
止
h
J
、
か
の

ヲ
ェ

1
J
1
の
理
論
は
品
川
り
に
抽
象
的
で
あ
る
ピ

L
、
之
に
劃

L
好
成
を
有
[
な
い
有
純
で
あ
る
c
併
し
次
第
に

経
悩
地
理
期
者
も
こ
の
机
川
問
題
一
い
ム
れ
る
誌
に
な
っ
て
来
た
事
は
明
か
で
ゐ
る
。
近
年
一
公
に
せ
ら
れ
た
る
可
・

図
。
=
命
日
o
の
研
究
は
極
め
て
小
百
い
も

ωで
あ
る
が
、
同
R
N
o
r
d白
血

-
ι
o
E
回一
R
F
0・
ロ

E
E
g
等

ω設
に
従

っ
た
も

ω
で
、
こ
山
稲
山
例
究
ピ

L
τ
は
優
秀
な
る
も

ω
、
一
で
あ
る
o
矢
張
h
J
工
業

ω分
布
に
扮
す
る
地
判
的

要
素
的
影
響
を
越
べ
た
も
の
で
め
っ
て
、
工
業

ω分
布
そ
の
も
の
に
閲
す
る
附
究
で
は
な
〈
、
従
て
ラ
ッ
チ
z

y

流

ω
地
人
相
倒
的
研
究
に
す
ぎ
な
い
o

故
に
椀
憐
生
活
は
円
然
的
一
品
情
り
丙
数
で
あ
る
ご
し
、
工
業
分
布
凶
附
究

は
綴
隣
地
理
問
中
r
経
憐
附
申
己
の
ニ
傾
城
に
凪

f
v可
も
り
ご
L
た
。
綴
榔
相
川
附
理
山
中
岩
山
研
究
物
正
し
て
最
も
概
準
的

の
も

ωは
ぜ
〈
・

o
o
E
N『
己
認
の
著
書
で
あ
る
叫
彼
は
多
年
の
研
究
の
結
川
市
に
よ
っ
て
、
獅
逸
チ
ュ

1
9
Y
ゲ
ン

地
方
に
於
げ
る
工
業
分
布
川
越
川
曜
を
論
じ
、
地
理
的
要
索
、
俳
統
及
び
歴
史

ω影
響
の
大
な
る
事
主
同
制
し
た
。

殊
に
労
働
り
不
動
牲
を
重
要
酬
し

τ居
る
が
、
之
は
ず
ュ

1
9
Y
ゲ

Y
地
方
的
過
去
の
特
殊
事
情
に
基
〈
も
仇
り
で

あ
っ
て
、
之
を
一
般
的
関
諭
ご

τる
は
疑
問
で
あ
る
o

何
正
免
れ
い
ば
近
川
崎
労
似
市
場
が
袋
々
慌
大
ぜ
ら
れ
、
労
働

は
殆
ん
H
E
世
排
的
に
移
動
す
る
品
川
仁
な
っ
た
の
で
ゐ
る
か
ら
。
従

τ彼
ω研
究
は
一
定
的
廃
史
的
地
稗
的
限
定

ω

下
仁
於

τの
み
肯
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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七

最
近
現
は
れ
た
る
工
業
分
布
論
に
閲
す
る
肝
向
ん
は
大
限
二
つ
に
分
つ
事
が
川
家
品
。
そ
の
一
は
あ
る
行
際
問
題

の
記
述
又
は
解
明
を
な
さ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
は
工
業
分
布
論
け
椛
怖
向
学
り
瑚
論
上
如
何
な
る
川
位
を
引

す
る
ん
r
e
f
-衣
別
せ
ん
ぜ
守
る
も
り
で
ゐ
る
。
前
者
に
局
す
る
も
の
ご
し
て
先
コ
米
伊
べ
き
は
、
旧
内
・
司
・
回
日
ro一山

及
び
ヨ
・
司
法
nr自
九
の
二
人
で
あ
る
の

p
s
n
F
E
2
は
新
聞
に
閲
す
る
分
布

bdm先
L
、
新
聞
に
於
て
は
生

産
設
の
減
少
は
大
な
る
意
義
を
有
し
な
い
事
を
指
摘
し
た
ο

叉
河
口
岡
田
自
白
自
の
研
究
は
内
ノ
ェ

1
j
!
の
原
則

に
従
工
上

vν
ジ
ヤ
地
方
的
貫
工
業
に
つ
き
て
行
は
れ
た
も
の
で
叫
こ
の
地
方
の
軍
合
同
刷
工
業
は
、
ポ

1
-フ
y
ド

の
南
京
地
域
に
於
て
自
然
的
市
場
を
有
す
る
事
は
明
が
で
あ
る
が
、
併
l
崎
川
家
は
プ
レ
ス
一
プ
?
地
方
に
移
勤
す
る

事

Mrm来
る
し
、
叉
移
動
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
所
以
を
論
じ
て
居
る
。
』
♀
・
戸
出
E
E
F
の
論
文
は
、
英
同
向

輪
出
合
骨
川
す
大
屠
場
が
何
故
に
和
蘭
の
問
自
に
設
立
せ
ら
れ
た
か
を
時
間
明

L
た
械
的
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
叫

第
一
一
の
部
類
に
局
す
る
研
究
は
甚
に
多

v。
而
1
こ
の
柿
の
研
究
リ
削
岩
よ
り
も
一
府
数
川
市
が
大
で
あ
る
か
ご

思
は
れ
る
、
何
ご
な
れ
ば
之
等
は
工
業
分
布
論
の
瑚
論
的
方
面
及
び
分
析
方
法
に
劃
し
て
多
〈
の
光
明
世
興
ふ
る

か
ら
で
あ
る
o
回
』

E
0
5
]
L
は
官
途

ω
距
離
及
び
興
活
費
が
、
耕
作
の
進
歩
、
市
場
の
形
成
.
農
業
及
商
業
、

胸
困
問
等
に
U
A
ぽ
す
影
響
ケ
論
じ
た
ポ

J4
は
極
め
て
抽
象
的
珂
論
的
に
し
て
、
数
飢
干
ぜ
純
済
政
T
r
e
T
巧
に
結
合
せ
る

有
力
な
る
研
究
で
ゐ
る
。
叉
著
者
は
チ
ュ

1
品
V

の
訴
研
究
に
論
及
し
、
運
設
費
十
』
測
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
距

離
り
槻
念
を
凡
べ
て
の
抑
制
隣
活
動
的
傾
城
に
引
宮
入
れ
た
貼
が
、
最
も
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
。
・
開
ロ
m
Z
0・

E
q
は
最
近
的
関
家
製
僻
書
第
閲
版
に
於

τチュ
1
ヰ

y
t
p
f
l
j
l
t
の
瑚
輸
を
一
館
正
し
て
結
び
つ
り
よ

設

苑

第

銃

工
業
分
布
論
に
闘
す
る
文
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一一

第

醜

苑

う
ご
カ
め
た
叫
氏
は
多
〈
の
環
論
的
例
措
叫
合
示
し
乍
ら
記
遁
的
方
法
に
よ
っ
て
論
じ
て
居
る
が
、
会
盟
企
通
じ
て

幾
何
撃
的
岡
山
友
、
幾
何
的
問
腿
の
蒐
録
の
如
き
成
が
ゐ
る
。
殊
に
そ
の
研
究
中
に
は
多
〈
の
曲
解
牽
強
の
設
が
あ

り
、
従
て
が
〈
の
如
き
抽
象
的
な
混
雑
せ
る
公
式
が
今
後
の
軒
先

ω出
設
相
ご
な
り
う
る
や
否
や
叫
疑
問
で
ゐ

る
O
用

-
a
m
z
n
o
冨
R
n
O
R
庄
の
研
究
も
専
ら
蓮
迭
が
工
業
の
分
布
に
及
ぼ
す
影
響
を
論
じ
て
居
る
が
』
印
n
F
c自，

宮
昨
日
は
生
産
の
分
配
を
研
究
し
j
J出
向

'HurE
は
そ
の
著
書
中
特
に
一
章
を
設
け
て
工
業
の
分
布
を
論

ιて
屑
る

が
、
之
は
大
し
た
も
の
で
は
な
い
叫
夏
に
工
業
ゆ
布
論
上
詑
甘
す
ぺ
き
も
の
は
、
の

-
P自
己

zp]V2{同
町
民
で

ゐ
る
。
カ
ツ
セ
戸
は
圃
胴
格
形
成
の
補
諭
に
於
て
明
あ
る
場
合
に
は
一
定
の
生
産
手
段
が
他
の
生
産
手
段
己
代
替
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
て
こ
の
代
替
は
集
中
古
大
量
生
産
ご
の
必
要
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
ご
し
、
工
業
分
布

の
問
題
以
、
代
替
の
原
則
に
関
連
し
て
生
産
手
段
の
分
配
論
中
に
於
て
論
守
ら
る
べ
き
も
の
ご
し
た
。

p
a
E
-

の
設
に
よ
れ
ば
川
一
生
産
は
地
表
上
最
も
集
約
的
に
開
拓
せ
ら
れ
た
る
地
域
に
集
中
し
、
従
て
生
産
及
び
消
設
の
中

心
は
理
論
的
閥
係
に
謝
し
て
最
も
好
都
合
な
る
債
格
闘
係
の
内
部
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
い
ム
。
彼
の
桝
究
は
矢

??ェ
1
7の
影
響
を
受
け
て
居
る
が
最
も
正
確
で
あ
る
o

併
L
倫
ほ
論
じ
て
芋
:
る
所
、
も
多
々
ゐ
る
様

に
思
は
れ
る
。

1¥. 

北
米
合
衆
国
に
於
て
は
延
々
百
年
以
来
工
業
が
後
展
し
、
今
日
で
は
急
速
の
後
逮
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る

か
ら
、
工
業
の
分
布
に
閲
す
る
研
究
を
な
す
に
は
最
も
理
想
的
の
闘
の
一
に
数
ム
ペ
き
で
ゐ
る
o

殊
に
研
究
投
が

充
分
に
投
喰
ら
れ
、
材
料
も
豊
富
じ
蒐
集
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
の
で
、
こ
の
地
方
の
研
究
に
は
積
々
の
便
宜
が
あ

Theorie dl'!s Guterverkeht:-! und der F:同chlSatze，}ena ~9~4. 
Sa回目印llarend血 esul1e s田，mod凶 凹tioni'imputabIli all'azione dei 

di trnnsporto (Milano 19~A-) 
zs  RentenprmEP Eli der hrte1111nplehre(5chollerlahrb XXX 叩 6)
Theoretische N山 onalokonomievol. Il. (Jena 1924) 
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る
O
H
J・
]MO司
104司
O口
は
合
衆
園
に
於
け
る
工
業
分
布
問
題
が
未
だ
世
人
の
注
目
を
惹
か
な
か
っ
た
時
代
に
米
闘

の
製
鍛
工
業

ω分
布
を
研
究
し
、
殊
に
そ
の
移
動
性
に
つ
き
て
重
婆
滑
る
結
論
に
到
達
し
た
叫
又
澗
逸
入
国
-mn』

E
S
R
Z刊
は
エ
業
の
移
動
に
つ
き
濁
逸
ピ
令
衆
因
子
ぜ
比
較
し
花
田
之
等
二
人
の
研
究
を
除
い
て
は
、
最
近
無

数
に
誌
に
せ
ら
る
、
米
国
人
の
研
究
物
は
、
何
れ
も
司
『
・
印
・
出
色
が
第
十
二
回
セ
Y

サ
λ

仁
っ
き
て
行
っ
た
方

法
を
大
髄
そ
の
ま
、
に
套
襲
し
た
も
の
で
、
主
ご
し
て
工
業
経
替
上
の
問
題
Z
し
て
取
扱
は
れ
・
工
業
分
布
論
じ

劃
し
て
新
し
き
且
つ
深
刻
な
る
理
論
を
確
立
し
た
も
の
は
少
な
い
γ

。
故
仁
慈
に
は
そ
の
主
な
る
論
作
の
題
目
の
み

を
掲
げ
る
仁
止
め
よ
う
。

冨
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。
。
日
日
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苑

第
二
十
五
容

四

第

蹴

凹

工
業
分
布
輸
に
闘
す
る
文
献

九

以
上
は
大
股

4
業
分
布
論
に
闘
す
る
重
援
な
る
文
献
に
つ
き
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
工
業

ω

分
布
正
い
ふ
が
如
き
、
可
な
り
限
ら
れ
た
る
問
題
で
あ
ム
リ
乍
ら
、
か
く
も
多
〈
の
文
献
的
存
す
る
事
に
徴
す
る

も
、
如
何
に
多
〈
の
串
者
が
之
に
大
な
る
興
味
を
有
す
る
か
い
覗
は
れ
る
で
あ
ら
フ
。
叉
之
ピ
問
時
に
ぞ
の
論
著

の
多
数
は
純
純
憐
胸
中
者
に
よ
っ
て
取
扱
は
れ
、
級
協
加
地
現
地
↑
者
が
干
卯
し
な
か
っ
た
事
は
、
以
て
従
来
的
純
憐
地

理
拳
な
る
も
の
が
如
何
な
る
仕
州
市
を
し
て
居
た
か
を
推
察
す
る
事
が
山
来
る
o

我
々
は
こ
の
柿
凶
問
問
h
T
純
隣
地

理
間
半
の
傾
城
じ
引
き
入
る
、
事
に
よ
っ
て
、
経
済
地

m，率
ω刷
版
系
を
確
立
し
、
新
し
注
獅
立
り
栴
問
.
己
し

τの
内

容
を
組
制
す
べ
き
で
あ
る
。
か
〈
す
る
事
に
よ
っ
て
初
め
て
岡
氏
終
糖
乃
至
は
世
界
締
済
乞
一
白
終
消
般
乙
し

τ

そ
の
窪
川
的
編
制
を
明
か
に
す
る
一
帯
が
出
来
‘
総
て
又
一
般
純
一
加
率
的
理
論
を
基
礎
つ
打
る
蔀
ピ
も
な
る
ピ
応
ふ

の
で
め
る
。

最
近
我
凶
に
於

τも
工
業

ω
分
布
に
閲
す
る
調
費
研
究
が
次
第
に
嫌
に
な
り
つ
、
あ
る
。
質
際
我
闘
は
北
米
合

衆
閤
ピ
同
じ
く
・
否
、
そ
れ
よ
b
も
一
一
府
新
し
〈
工
業
の
勃
興
し
h
l

闘
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
工
業
形
態
が
桶
め
て

特
殊
り
も
の
で
あ
っ
て
、
所
説
工
業
定
位
的
情
性
が
少
(
、
比
較
的
合
瑚
的
に
工
業
が
移
動
す
る
を
以
て
、
工
業

の
分
布
を
研
究
す
る
に
は
、
恐
ら
〈
最
も
珂
調
的

ω閥
で
ゐ
ら
う
。
そ
れ
は
又
工
業
計
り
で
は
な
い
。
そ
の
農
業

も
械
め
て
周
約
的
に
し
て
耕
制
式

ω分
布
も
可
な
り
合
理
的
に
行
は
れ
、
チ
ュ

1
ヰ
ン
の
理
論
が
何
人

ω数
ふ

る
正
な
く
、
自
然
的
に
行
は
れ
て
居
る
正
い
ふ
布
絞
で
ゐ
る
。
こ
的
事
は
最
批
来
訪
す
る
外
国

ω農
業
削
中
者
的
最

も
興
味
を
以
1
見
る
所
で
あ
る
。
か
〈

ω如
く
我
闘
は
一
の
岡
氏
較
務
艦
正
し
て
そ
の
丞
制
的
経
掛
制
の
研
究
hv

.' .... 



な
す
に
最
も
好
術
合
の
事
情
に
あ
る
か
ら
、
我
々
は
濁
逸
り
ア
戸
フ
レ
ッ
ド
・
タ
ェ

1
j
1教
授
の
如
き
方
針
の
下

に
、
各
人
が
夫
々
部
器
官
1
7
携
し
て
、
我
同
総
務
凶
各
方
面
に
互
づ
て
経
掛

ω分
布
を
地
理
的
雌
史
的
に
研
究
す

る
事
が
、
出
品
平
井
に
封
し
て
大
な
る
意
義
h
T
有
す
る
の
み
な
ら
干
、
真
に
質
際
上
の
問
題
己
じ

τも
重
要
の
事
柄
で

あ
る
=
忠
ふ
。
回
よ
h
か
、
る
研
先
の
前
提
ご
し
て
は
、
詳
密
な
る
廃
史
的
研
究
並
に
正
確
な
る
統
計
が
な
げ
れ

ば
な
ら
ぬ
が
、
中
平
に
し
て
今
や
我
凶
は
往
年
獅
逸
仁
於
け
る
賑
市
民
息
干
減
勃
興
官
時
の
如
〈
史
的
桝
究
が
盛
に
行
は

れ
、
且
つ
-
』
の
杭
の
統
計
も
次
第
仁
一
整
制
し
っ
、
あ
る
し
、
叉
統
計
的
研
究
方
法

ω
大
に
俊
越
し
っ
、
ゐ
る
現
放

に
堕
み
、
か
、
る
皐
究
的
計
査
は
早
晩
-MH
現
L
う
る
も
の
ご
岡
山
ふ
o

現
に
昨
年
大
阪
市
設
康
業
部

ω調
査
後
表
に

な
る
ご
こ
ろ
の
「
大
阪
市
に
於
り
る
工
業
分
布
以
腿
」
り
如
き
は
、
貨
に
詳
細
を
極
め
た
も
の
で
ゐ
り
、
之
に
よ
っ

て
我
身
は
工
業
分
布
論
上
に
柿
々
の
示
峻
を
受
け
る
事
が
出
来
品
。
か
〈
の
如
き
調
査
は
余
の
媒
間
十
-
以
て
す
れ

ば
、
恐
ら
〈
は
外
凶
に
於
て
も
、
品
川
、
。
類
例

ωな
い
も
の
で
あ
る
。
今
後
こ
の
柿
的
調
脊
が
各
地
に
行
は
れ
ん
事

を
胡
問
到
し
て
止
ま
向
。

段

苑

豆

工
業
分
布
諭
に
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す
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文
献
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協
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